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工場デジタル化により改善を迅速化、
最高クラスの工場へ

Sustainable Manufacturing

OT Digitalization



富士通が目指すサステナブルなものづくり
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製造業は、気候変動や地政学的緊張、顧客ニーズの変化、資
材やエネルギーコストの向上、人材不足など、多くの課題に
直面しています。

これらの課題に対処するために、製造業は効率性を追求する
ことで競争力を強化することができます。企業全体の効率性
を高めるためには、バリューチェーン全体でのモノとプロセ
スのリアルタイムな可視化が必要です。

この包括的な可視化のアプローチとることで、企業の効率性
と透明性を生み出し、持続可能な製造業へと変革することが
できます。

富士通は、高度なデータ能力と深い業界専門知識を
もとにエンドツーエンドのデータを収集・管理・分
析するオファリングを提供し、製造業者が効率性と
透明性を向上させるご支援をしています。
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解決する課題

労働力・熟練技能者の不足の解消

「止まらない工場」を実現

設備故障や品質不良で引き起こされ
る予期せぬ生産ラインの停止は、企
業に膨大な損失を与え、競争力を低
下させる可能性があります。
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製造業界では、労働力の減少や、新
たな技術の導入に伴う熟練技能者の
不足が深刻化しています。これらの
課題は、製造ラインの遅延や品質低
下などの問題を引き起こす可能性が
あります。
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人手不足に対処し、止まらない工場を実現する
ためには、AIサポートにより誰でもトラブル対
応できる工場への変革が求められます。富士通
は、グローバルに点在する複数工場の膨大な製
造プロセスデータを横断的に可視化・分析する
ことで止まらない工場を実現します。

デジタルに評価できる改善効果は、改善を迅速
化し、継続的な取り組みへと定着させることが
可能になります。

富士通が描く最高クラスの工場
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製造業として培ってきたデータ分析・AI活用の実践知を
もとにした富士通のオファリング「OT Digitalization」
が、皆様の最高クラスの工場実現をどのようにご支援する
かの例を次ページ以降で紹介します。
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OT Digitalization の解決へのアプローチ

グローバルを含む複数工場を

横断的に可視化・分析

工場

定量データに基づく

プロセス改善～評価

工場

工場

AIサポートによる

トラブル原因特定・的確な対応
1 2

3
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グローバルを含む複数工場を横断的に可視化・分析

ISO22400に準拠
グローバルKPIに準じた

評価分析が可能

解決策 1

各工場ごとに収集された
製造情報を可視化した画
面です。

ISO22400の指標に準拠
することで、グローバル
KPIに準じた評価や分析
を行うことができます。
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グローバルを含む複数工場を横断的に可視化・分析

さらにドリルダウンして
いくと、ある工場の生産
ラインにおける設備の有
用性や稼働状況を確認す
ることができます。

この他にも、工程効率や
品質率を起点とした設備
の状況を可視化すること
ができます。
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解決策 1
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ダッシュボードを確認し
ていると、AIからの通知
を受け取りました。

AIは、日々の製造データ
を監視し、異常の傾向を
通知します。

2 AIサポートにより誰でも簡単にトラブル原因を特定
かつ的確に対応

AI通知
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解決策
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AIからの通知をもとに確
認すると、ある設備の設
備稼働率が直近の数日で
低下していることが分か
りました。

何が起きているのかAI
チャットに確認・問い合
わせます。

設備稼働率

AIチャット

1
0

AIサポートにより誰でも簡単にトラブル原因を特定
かつ的確に対応2解決策
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AIチャットは、過去の実
績や最近の傾向を分析し、
問題のある設備に関する
情報を回答します。

AI分析・回答

1
1

AIサポートにより誰でも簡単にトラブル原因を特定
かつ的確に対応2解決策
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設備稼働率がなぜ悪化し
ているのか、どう対処す
ればよいのか、原因と対
策が分からない場合は、
さらにAIチャットに問い
合わせると、原因・対処
方法のリストが回答され
ます。

AI回答問合せ
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2解決策
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AIサポートにより誰でも簡単にトラブル原因を特定
かつ的確に対応
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さらに原因を特定するた
めにAIチャットに再問合
せすると、トラブルの原
因が一つ前の設備の工程
効率低下が影響している
可能性があることを導き
出してくれます。

熟練者でないメンバの方
でも、AIを活用したトラ
ブル原因・対応策の提示
により、生産停止リスク
を未然に防ぎ、「止まら
ない工場」を実現するこ
とができます。

AI回答再問合せ
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AIサポートにより誰でも簡単にトラブル原因を特定
かつ的確に対応2解決策

<<< ≡≡

<

<



© 2024 Fujitsu Limited

製造の各工程をカプセル
で表し、各プロセスをつ
なぐ線が製品の流れを、
また、線の太さが製品の
物量を表現した画面です。

プロセス全体をデジタル
データで表現することで、
生産プロセスの“ばらつ
き”や“滞留”が可視化され、
新たな視点での改善施策
の発見につながります。

3 カンコツに頼らない、
定量データに基づくプロセス改善～評価
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解決策

製造の各工程

線：製品の流れ
太さ：製品の物量

< ≡≡

<

<



© 2024 Fujitsu Limited

デジタルデータを元に改
善施策の効果をシミュ
レーションすることで、
定量的に改善策の優先順
位検討ができます。

また、改善策実行後に定
点チェックすることで施
策の実際の効果をデジタ
ルに評価することができ
ます。

富士通の工場実践では、
67パターンの工程数が改
善策後に8パターンにな
りました。

パターン

67

Before

生産プロセスのばらつきを把握
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3解決策 カンコツに頼らない、
定量データに基づくプロセス改善～評価

パターン

改善施策の有効性を定量評価

59パターン
の

簡略化

8

After
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OT Digitalization の期待効果

01 02 03
工場のQCD+Eの
継続的な改善

トラブル未然防止と

発生時の対処時間短縮 定量的に可視化

改善効果をDigitalに評価
生産性

歩留まり

エネルギー消費量

コスト
の改善

60%

生産プロセスを

生産プロセスのばらつき
トラブル

複数工場の可視化・分析 AIサポート 定量データに基づく分析・改善

削減

への迅速対応

の解消

属人性･人手不足
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富士通の専門家が、お客様固有の製造上の課題を解決するための協力方法
についてご説明します。

お問い合わせはこちらからお願いします

お問い合わせ

本資料内容に関するお問い合わせは、担当営業にご連絡いただく、
または、左記のお問い合わせサイトからお願いたいします。

17
≡<

mailto:contact-sm-pandc@cs.jp.fujitsu.com?subject=%E3%80%90%E5%95%8F%E3%81%84%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9BSML324-003-1%E3%80%91%E5%B7%A5%E5%A0%B4%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E5%8C%96%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E6%94%B9%E5%96%84%E3%82%92%E8%BF%85%E9%80%9F%E5%8C%96%E3%80%81%E6%9C%80%E9%AB%98%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%B7%A5%E5%A0%B4%E3%81%B8%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6

	課題・解決へのアプローチ
	スライド 1: 工場デジタル化により改善を迅速化、 最高クラスの工場へ      Sustainable Manufacturing OT Digitalization
	スライド 2
	スライド 3: 目次
	スライド 4: 解決する課題
	スライド 5
	スライド 6: OT Digitalization の解決へのアプローチ

	No.1
	スライド 7: グローバルを含む複数工場を横断的に可視化・分析
	スライド 8: グローバルを含む複数工場を横断的に可視化・分析

	No.2
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13

	No.3
	スライド 14: カンコツに頼らない、 定量データに基づくプロセス改善～評価
	スライド 15

	期待効果
	スライド 16: OT Digitalization の期待効果
	スライド 17


